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平
成
19
年
度
当
初
予
算

は
、（
仮
称
）
筑
豊
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
本
工
事
施
工

に
伴
う
ア
ク
セ
ス
道
路
の

用
地
買
収
の
経
費
、
町
議

会
議
員
選
挙
な
ど
地
方
統

一
選
挙
の
た
め
の
経
費
、
平

成
20
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
伴
う
電
算
シ
ス
テ
ム
構

築
の
た
め
の
経
費
、
学
校

の
用
務
員
廃
止
に
伴
う
警

備
会
社
委
託
料
の
経
費
な

ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
、

60
億
１
６
２
５
万
円
と
な

り
ま
す
。

（仮称）筑豊インターチェンジ基本計画平面図

会　 計 　名 平成１９年度 平成１８年度 対前年比 議決結果

一般会計 ６０億１６２５万円 ６２億４５７０万円 96.3％ 賛成１４・反対２で可決

特 

別 

会 

計

国民健康保険事業 ２０億６０５９万円 １８億６４２９万円 110.5％ 賛成１４・反対２で可決

老人保健 ２５億２２４１万円 ２５億 ５７９万円 100.7％ 全員賛成で可決

かんがい揚排水施設維持管理運営費 ４５２９万円 ５１１７万円 88.5％ 全員賛成で可決

住宅新築資金等 ２０４万円 ３２２万円 63.4％ 賛成１４・反対２で可決

流域関連公共下水道事業 ７億９４９０万円 ８億１０３４万円 98.1％ 全員賛成で可決

谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 １５９７万円 ８７１万円 183.4％ 全員賛成で可決

水道事業会計
収益的収入 ３億７８７５万円 ３億６３８５万円 104.1％

全員賛成で可決
収益的支出 ３億５８２５万円 ３億６３１１万円 98.7％

病院事業会計
収益的収入 ２７億４４２８万円 ２７億１６３４万円 101.0％

賛成１５・反対１で可決
収益的支出 ２７億２８５９万円 ２７億 ４３２万円 100.9％

介護老人保健施設事業会計
収益的収入 ３億　８４万円 ２億６６６４万円 112.8％

全員賛成で可決
収益的支出 ３億　１８万円 ２億６５３３万円 113.1％

平成１９年度

当初予算を可決
一般会計　６０億１,６２５万円

平成１９年度

当初予算を可決
平成１９年度

当初予算を可決
３月定例会

　

３
月
定
例
会
は
、
３

月
７
日
か
ら
26
日
ま
で

の
20
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
よ
り
提
案
さ

れ
た
平
成
19
年
度
予
算

な
ど
43
の
議
案
を
審
査

し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
・
同
意
し
ま

し
た
。

　会計別予算

料金所

至 福岡

至 北九州

九州縦貫道

一
般
会
計
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歳　入（財源）

歳　出（使いみち）

　

定
率
減
税
の
廃
止
、
住

民
税
増
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、

町
民
の
暮
ら
し
や
営
業
は

よ
り
一
層
厳
し
い
状
態
に

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

も
う
限
界
で
す
。

　

同
和
関
係
予
算
に
本
格

的
に
メ
ス
を
入
れ
、
定
率

減
税
廃
止
な
ど
、
町
民
負

担
増
で
移
譲
さ
れ
た
税
源

を
使
い
、
ゴ
ミ
袋
料
金
の

値
下
げ
や
子
育
て
支
援
な

ど
、
今
こ
そ
町
民
の
暮
ら

し
と
営
業
を
応
援
す
る
予

算
を
組
む
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
。

（
宇
田
川　

亮
）

反 対 討 論

歳入合計
６０億１６２５万円
（１００％）

地方譲与税　８７００万円
（１．４％）

地方消費税交付金　１億５５００万円
（２．６％）

分担金及び負担金　８３９０万円
　　　　（１．４％）

使用料及び手数料　１億８０６８万円
　　　　（３．０％）国庫支出金　２億７４７０万円

　　　　（４．５％）

県支出金　３億 ６３９万円
　　　　（５．１％）

繰入金　７４９６万円
　　　　（１.２％）

その他　１億３２９４万円
　　　　（２．３％）

町税　１７億２０２６万円
（２８.６％）

地方交付税　２１億３０００万円
（３５．４％）

町の借入金　４億 ２１０万円
（６．７％）

歳出合計
６０億１６２５万円
（１００％）

その他　１２２４万円
（０.１％）

人件費　１４億３６８１万円
（２３.９％）

扶助費　５億３２９６万円
（８.９％）

借金の返済　９億４５６５万円
（１５.７％）

物件費　９億８３７８万円
（１６．４％）

維持補修費　３３７２万円
（０.６％）

投資・出資・貸付金
１７２０万円（０.３％）

補助金・負担金等
１１億６１４６万円
（１９.３％）

繰出金　５億３１４６万円
　　　　（８.８％）

普通建設事業費
３億６０９７万円
（６.０％）

諸収入
４億６８３２万円
（７．８％）
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歳  出   予算額

６０億  １,６２５万円

　　　  （１００％）

一般会計予算　の使いみち

○ 報酬 ４２０７万円

○ 会議録速記料 ３５４万円

○ 政務調査費 ３２０万円

○ 本会議等出務費用弁償 １１１万円

議会費

○ 電子計算機管理費用 ９２５０万円

○ 住民基本台帳ネットワークシステム・

　 戸籍総合システム機器等使用料 ４７６０万円

○ 県知事・県会議員、町議会議員、参議院議員の選挙費用

　  ２２０７万円

○ 交通安全対策費用 ４２９万円

○ 文書・広報発行費用 ２９４６万円

○ 介護保険広域連合負担金 ２億４６７８万円

○ 老人保健会計繰出金 ２億１３０４万円

○ 社会福祉協議会補助金 ５０００万円

○ 敬老祝金 ４０９万円

○ 後期高齢者医療制度システム開発委託料 ３６７５万円

○ くらじクリーンセンター負担金 ２億１１１５万円

○ 病院事業繰出金 １億　６７２万円

○ 合併処理浄化槽整備事業費補助金 １０９１万円

○ じん芥収集業務委託料 ９６０４万円

○ し尿収集町補助金 ５４２万円

○ 衛生センター指定管理料 ７８７３万円

○ 葬斎場指定管理料 １８５１万円

○ 特定地域開発就労事業引退者新規事業開拓奨励援護金

　  ４２００万円

○ 福岡県労働金庫預託金 １０００万円

労働費

衛生費

民生費

総務費

総務費
８億４,９８２万円
（１４.１％）

民生費
１８億７,３６４万円
（３１.２％）

衛生費
６億９,０９１万円
（１１.５％）

借金の返済
９億４，５６５万円
（１５.７％）

労働費　５,４６１万円（０.９％）

議会費　９,８３０万円（１.６％）

予備費　１,０００万円（０.１％）
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歳  出   予算額

６０億  １,６２５万円

　　　  （１００％）

一般会計予算　の使いみち

○ 農業育成費交付金 １１００万円

○ 計画転作互助方式推進事業補助金 ８１０万円

○ 競争力ある土地利用型農業育成事業補助金 ７４３万円

農林水産業費

○ 商工会補助金 ３６０万円

○ 産業まつり補助金 ２００万円

○ 西川線、中山・中間線路線バス運行負担金

　  １５１０万円

○ ひびき信用金庫預託金 ５００万円

○ ＪＲバス廃止に伴う代替バス補助金 ６５万円

商工費

○ (仮称 ) 筑豊インターチェンジ・アクセス道路負担金

　  １億２５００万円

○ 公共下水道会計への繰出金 １億６５１２万円

○ 町営住宅管理費 １９２７万円

○ 公園整備事業費 ４４８万円

○ 道路新設改良費 ７７５６万円

○ 用排水路費 １３３５万円

○ 急傾斜地崩壊対策事業費 ３４５５万円

○ 治水堤防費 ７８５万円

○ 山田川水利組合負担金 ７００万円

○ 公園整備のための経費 ４４８万円

土木費

○ 総合福祉センター建設等に借り入れた借金の返済

　 元金 ８億１９９８万円

　 利子 １億２５６７万円

借金の返済

○ 外国青年招致事業費 ５４５万円

○ 文化財保護に伴う経費 １７４万円

○ 学校施設警備委託料 １０６５万円

○ 青少年育成町民会議補助金 １０４万円

○ 町民体育祭報償費 １８８万円

○ 学校給食に伴う経費 ５５８７万円

○ 大谷自然公園に伴う経費 ６９７万円

○ 直鞍広域消防事務組合負担金　

　  ２億７４５０万円

○ 防火水槽新設工事費 ５００万円

○ 消防団員の報酬・費用弁償等 ２２９１万円

○ 防犯灯整備工事費 １００万円

消防費

教育費

衛生費
６億９,０９１万円
（１１.５％）

土木費
６億１，８８９万円
（１０.３％）

消防費
３億６９１万円
（５.１％）

教育費
４億２，１５３万円
（７.０％）

借金の返済
９億４，５６５万円
（１５.７％）

商工費　２,８８７万円（０.５％）

農林水産業　１億１,７０１万円（２.０％）

その他
１万円
（０.０％）
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一 般 会 計
５８億８,２５６万円を追加

平成１８年度　補正予算

　

本
補
正
予
算
で
は
、
土
地
開
発
公
社
所
有
の
用
地
を
購

入
す
る
た
め
の
費
用
と
し
て
、特
定
目
的
基
金
で
あ
る
「
か

ん
が
い
揚
排
水
施
設
維
持
管
理
運
営
基
金
」
を
取
り
崩

し
、
一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
の
終
息
に
よ
る
退
職

者
へ
の
特
例
援
助
金
、
古
月
小
学
校
体
育
館
の
ア
ス
ベ
ス

ト
除
去
工
事
に
伴
う
補
助
金
、
町
債
、
並
び
に
歳
出
執
行

残
の
減
額
、
繰
越
明
許
費
、
地
方
債
等
の
補
正
要
因
に
つ

い
て
調
整
し
た
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
58
億
８
２
５
６
万
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
１
２
５
億
５
６
１
３
万
円
と
し
ま
し
た
。

特定地域開発就労事業で整備された鞍手駅前の道路

補正の主なもの

《歳入》

　基金繰入金追加 ５６億１,３６８万円

　特別交付税追加 １億２,９００万円

　国庫支出金追加 １億２,２９３万円

　町債追加 ４,７８０万円

　法人町民税減額 ▲２,４２１万円

《歳出》

　かんがい施設維持管理運営基金積立金

 ３４億２,７５８万円

　土地開発公社用地購入費 ２２億６,６００万円

　労働諸費追加 ２億６,８２０万円

　都市計画総務費減額 ▲３,５４６万円

　小学校管理費追加 ３,２９２万円

　障害者支援費及び自立支援費減額 ▲２,６１９万円

そ
の
他
の
予
算

　

す
べ
て
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

○　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○　

老
人
保
健
特
別
会
計

○　

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
会
計

○　

谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水
利
施
設
維
持

　
　

管
理
運
営
費
特
別
会
計

○　

水
道
事
業
会
計

一　

般　

会　

計
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

一 般 会 計
５８億８,２５６万円を追加
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将来像
『みんなの力で　今　動きだす　鞍手』

キャッチフレーズ
『人の力が、地域の力』　　　　　　　

　それぞれ異なる人生観や価値観、将来への展望、

地域への想いを持った人々が、目的を持って協力

し地域社会を創っていかなければなりません。

　これからのまちづくりに欠かせないのは、地域

で暮らす「みんなの力」なのです。

　「人」が支えてきたこの町は、これから「人と人」

が地域社会のあらゆる場面で助け合い、力を合わ

せながら、暮らし、活動し、活力を生み出し、幸

せを実感できるまちを目指して、今、動きだします。

第４次総合計画

基 本 構 想
（全員賛成で可決）

　

本
町
で
は
、
平
成
８
年
３

月
に
「
第
３
次
総
合
計
画
基

本
構
想
及
び
基
本
計
画
」
を

作
成
し
、
町
の
将
来
像
で
あ

る
「
や
さ
し
さ
と
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
快
適
生
活
拠
点
都
市

鞍
手
」
の
創
出
に
向
け
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
各
種
施

策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
地
方
自
治
に
お
い

て
は
、
住
民
と
行
政
そ
れ
ぞ

れ
が
役
割
や
責
任
を
分
担
し
、

互
い
に
協
力
す
る
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
や
、
地
方
分
権
を
は
じ

め
行
財
政
改
革
へ
の
対
応
な

ど
、
自
ら
の
責
任
と
行
動
に

よ
る
自
立
し
た
行
政
運
営
の

視
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

第
３
次
の
総
合
計
画
が
目
標

年
次
を
迎
え
た
の
を
機
に
、

第
４
次
総
合
計
画
基
本
構
想

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
第
４
次
総
合
計
画
は
、

平
成
27
年
を
目
標
と
し
た
10

年
間
の
基
本
構
想
と
平
成
22

年
を
目
標
と
し
た
５
年
間
の

基
本
計
画
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
基
本
構
想
は
、
４
つ

の
柱
を
設
け
て
構
成
し
て
い

ま
す
。

４つの柱

１．地域に活力を
「いきいきとした個性のあるまちへ」

　地域で暮らす人々がいきいきと活動するまちには

「活力」が生まれ、鞍手町という地域を元気にします。

　そのため、いきいきと活動するための舞台であ

る都市基盤、生活環境、地域産業といった取り組

みを推進し、「いきいきとした個性のあるまち」を

目指します。

２．人に感動を
「人を育て、文化を育むまちへ」

　心豊かな人々が暮らす町には生活の様々な場面

で感動を呼び起こし、そういう人々が集まり鞍手

町という地域を支えています。

　これからも心豊かな人を育てる教育、すべての

人が生きがいを持って暮らすための生涯学習、す

べての人を大切にする人権の視点での取り組みを

推進し、「人を育て、文化を育むまち」を目指します。

３．暮らしに安心を
「誰もが笑顔で暮らすまちへ」

　地域で暮らす人々が、安心して暮らすことがで

きる地域社会を構築することは言うまでもなくま

ちづくりの基本であり、地域で暮らす人々が支え

あいながら、一人ひとりが健やかに暮らしていけ

るための取り組みを推進し、「誰もが笑顔で暮らす

まち」を目指します。

４．みんなでまちをつくる
「新たな時代をひらく協働によるまちづくり」

　地方分権時代にふさわしい地域社会を構築する

ためには、行政と住民による「協働」によるまち

づくりが不可欠であり、みんなでまちづくりを進

めるための取り組みを推進し、新たな時代をひら

く協働によるまちづくりを進めます。
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【
制
度
の
概
要
】

　

こ
れ
ま
で
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
は
、
国
民
健
康
保
険
や

被
用
者
保
険
に
加
入
し
、
老
人

保
健
制
度
で
医
療
給
付
を
受
け

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
創
設
さ
れ
、
老
人
保
健
制
度

は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
県
単
位
で
の
広
域
連

合
が
、
保
険
料
率
・
賦
課
の
決

定
、
医
療
費
の
支
給
等
の
事
務

処
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
対
象
者
】

○ 
75
歳
以
上
の
方

○ 

65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一

定
程
度
の
障
害
に
あ
り
、
町
長

の
認
定
を
受
け
た
方

【
窓
口
負
担
】

　

医
療
費
の
１
割
負
担

（
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
）

【
構
成
団
体
】

　

県
内
全
66
市
町
村

福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
を
設
置 

条
例
の
制
定
及
び
改
正

（
賛
成
13
反
対
３
で
可
決
）

反 対 討 論

　国が社会保障の柱である医療制
度の責任を放棄し、年齢で医療を
抑制するものであるので、広域連
合の設置に反対します。

（松本典子）

反 対 討 論

　国民皆保険を推進する国の政策
の中であってはならないことです。
もっと高齢者を温かく見守る政治
が必要だと思いますので、この制
度自体に反対します。

（香原　暹）

　

平
成
18
年
６
月
７
日
付
け

で
交
付
さ
れ
た
改
正
地
方
自

治
法
に
よ
り
、
助
役
を
廃
止

し
、
副
町
長
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
収
入
役
を
廃
止
し
、

会
計
管
理
者
を
置
く
な
ど
の

改
正
を
行
い
ま
す
。

「
助
役
」
を
「
副
町
長
」
に（

全
員
賛
成
で
可
決
）

　

町
職
員
お
よ
び
町
立
学
校

の
教
職
員
は
、
本
来
地
方
公

務
員
の
職
務
が
、
自
治
の
振

興
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
表
彰
の
趣
旨
に
合
わ
な

い
た
め
除
外
し
ま
す
。

町
職
員
等
の
永
年
勤
続
表
彰
を
廃
止

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

平
成
18
年
４
月
18
日
に
発

覚
し
た
建
設
課
の
町
営
住
宅

修
繕
料
の
未
払
い
事
案
に

対
す
る
関
係
職
員
の
懲
戒
処

分
を
２
月
22
日
に
行
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
町
長
・
助
役

も
自
ら
を
律
す
る
た
め
、
給

料
の
減
額
を
行
い
ま
す
。

【
職
員
の
懲
戒
処
分
】

元
係
長　
　

10
％
の
６
月

課
長
補
佐　

10
％
の
１
月

現
担
当
者　

戒
告

担
当
係
長
と
事
務
担
当
者

　
　
　
　
　

訓
告

減
額　

町
長　

給
料
10
分
の
１
を
２
ヶ
月

　
　
　

助
役　

給
料
10
分
の
１
を
１
ヶ
月

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

公
民
館
・
体
育
施
設
の
使

用
料
を
町
内
と
町
外
で
別
料

金
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
総
合
プ
ー
ル
と
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

現
行
ど
お
り
で
す
。

公
民
館
・
体
育
施
設
の
使
用
料
を
値
上
げ

（
賛
成
14
反
対
２
で
可
決
）

使用区分

施設名

使用料 照明料
（１時間当たり）

町内 町外 町内外
規定なし

浮 洲 公 園 野 球 場 500 円 1,000 円
町 立 武 道 館 300 円 600 円 300 円
町立弓道場（１射場） 100 円 200 円 50 円

町 立 野 球 場 1,000 円 2,000 円

１時間
5,000 円
２時間
7,000 円
３時間
9,000 円

町民グラウンド（片面） 無料 500 円 500 円
町立テニス場（１面当たり） 400 円 600 円 350 円
総
合
プ
ー
ル

（
１
回
に
つ
き
）

一 般 200 円 200 円

中 学 生 以 下 100 円 100 円

町
立
体
育
館

アリーナ 1/3 面 300 円 600 円 500 円
ソフトバレーボール１面 100 円 200 円 500 円
バドミントン１面 100 円 200 円 500 円
卓 球 台 １ 台 100 円 200 円 500 円
全 館（ ス テ ー ジ 含 ） 1,200 円 2,400 円 2,000 円

体育施設

使用区分

施設名

使　用　料
冷暖房
使用料

（１時間当たり）

町　内 町　外
町内外
規定なし

鞍
手
町
中
央
公
民
館

１　

階

研 修 室 ４ 400 円 800 円 200 円
母と子の図書室 200 円 400 円 100 円
研修室５（和室１） 400 円 800 円 200 円
研修室５（和室２） 400 円 800 円 200 円
茶 室 300 円 600 円 150 円
調 理 室 300 円 600 円 150 円
調理台（１台） 100 円 200 円

２　

階

研 修 室 １ 1,250 円 2,500 円 625 円
研 修 室 ２ 400 円 800 円 200 円
研 修 室 ３ 300 円 600 円 150 円
視 聴 覚 室 400 円 800 円 200 円

長
谷
別
館

研修室６（24 畳） 400 円 800 円 200 円
研修室７（18 畳） 300 円 600 円 150 円

　　※　町内使用者の料金は変更ありません。
　　　　また、使用料金を１時間当たりに統一しました。

公民館
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入
いり

　江
え

　　均
ひとし

　氏（６８歳）

　現住所　新北１３６８番地

　任期　（４期目）

　平成１９年６月１０日から

　平成２２年６月 ９日まで

　

昨
年
４
月
に
開
園
し
た

大
谷
自
然
公
園
は
、
１
年
間

利
用
状
況
を
見
る
た
め
教
育

委
員
会
が
管
理
運
営
を
行
っ

て
来
ま
し
た
が
、
本
年
度
か

ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
指
定
管
理
者
自
ら
が
利

用
料
金
な
ど
を
設
定
で
き
る

こ
と
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
鞍
手
公
園
に
つ
い

て
も
、
県
と
の
協
議
が
整
い

ま
し
た
の
で
都
市
公
園
に
指

定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

大
谷
自
然
公
園
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

平
成
17
年
12
月
に
策
定
し

た
「
第
４
次
行
財
政
改
革
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

多
様
化
す
る
住
民
の
要
望
や

行
政
改
革
に
迅
速
か
つ
効
率

的
に
対
応
で
き
る
組
織
と
す

る
た
め
、
定
年
及
び
早
期

退
職
者
等
を
含
め
た
職
員
の

適
正
化
と
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
、
課
室
局
の
統
廃
合
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
学
校

教
育
課
と
社
会
教
育
課
を
統

合
し
、「
教
育
課
」
と
し
ま
す
。

こ
の
た
め
課
長
職
の
定
数
が

１
人
減
と
な
り
ま
す
。

「
学
校
教
育
課
」
と
「
社
会
教
育
課
」

を
統
合
し
、「
教
育
課
」
に

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

平
成
10
年
に
改
定
し
て
以

来
、
保
護
者
の
負
担
を
考
慮

し
て
据
え
置
い
て
き
ま
し
た

が
、
近
隣
市
町
と
の
格
差
が

生
じ
、
ま
た
保
育
に
関
す
る

要
望
や
国
か
ら
の
資
金
が
一

般
財
源
化
さ
れ
る
な
ど
に
よ

り
、
保
育
所
の
運
営
が
一
段

と
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
３
年
間

で
段
階
的
に
国
の
徴
収
基
準

の
90
％
に
近
づ
け
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

保
育
料
を
値
上
げ

（
賛
成
14
反
対
２
で
可
決
）

　

町
立
保
育
所
５

箇
所
の
う
ち
、
古

月
保
育
所
だ
け
に

用
務
員
を
配
置
し

て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
廃
止
し
、

他
の
保
育
所
と
同

様
に
警
備
会
社
と

委
託
契
約
を
結
び

ま
す
。
ま
た
、
古

月
保
育
所
に
は
頻

繁
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
不
審
者
が
駐

車
場
に
入
っ
て
来

る
の
で
門
扉
を
設

置
し
ま
す
。

（
賛
成
14
反
対
２
で
可
決
）

古
月
保
育
所
の
用
務
員
を
廃
止

中央公民館内の「教育課」

古月保育所

行　政　報　告
（町営住宅の修繕料の未払い事案）
町長から行政報告がありましたので、要約して報告します。

　平成１７年１月下旬、建設課に複数の業者から町営住宅の修

繕料の支払請求があったことから本事案が発覚し、調査の結果、

多額の未払いがあることが判明しました。

　町営住宅の老朽化に伴い修繕料の予算が不足していることが

分かっていながら、担当者は財務規則等に規定する所定の手続

きを取らず、不適正に修繕工事を発注し、施工していたことに

あります。組織内で行ったこの行為は公務員として断じて行う

べき行為ではないし、町民の信頼を失墜させたその責任は重大

です。この件に対し担当職員には懲戒処分等を課し、町を代表

する私、また助役は町民の皆さんへの謝罪を込め、報酬の減額

を行います。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
同
意

　

入
江
均
氏
の
任
期
が
、
６
月
９
日
で
満
了
す
る
こ
と
か

ら
、
議
会
に
は
か
ら
れ
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。
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か
ん
が
い
施
設
基
金
等
に
関
す
る

特
別
委
員
会
を
設
置

　

平
成
13
年
に
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
（
ネ
ド
）
か
ら
、
鉱
害

復
旧
事
業
で
設
置
し
た
か
ん

が
い
揚
排
水
施
設
の
維
持
管

理
及
び
施
設
更
新
に
要
す
る

財
源
に
充
て
る
た
め
引
き
受

け
た
資
金
を
、
特
定
目
的
基

金
と
し
て
積
み
立
て
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
そ
の
基
金
を
、
土

地
開
発
公
社
用
地
を
町
が
買

い
取
る
資
金
と
し
て
、
取
り

崩
す
議
案
が
提
出
さ
れ
た
た

め
、
そ
の
議
案
の
審
査
の
た

め
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

土地開発公社の負債額

用地取得額　　　１０億９, ４４２万円

利 息　　　１１億７, ０６７万円

合 計　　　２２億６, ５０９万円

基　金　の　内　訳

鞍手町かんがい揚排水基金
５６億２, ３１５万円

西川沿岸大型かんがい排水施設の引当基金
７, ０４２万８千円

合　　　　　計　　　５６億９, ３５７万８千円

　

現
在
設
置
し
て
い
る
「
西

川
沿
岸
大
型
か
ん
が
い
排
水

施
設
」
及
び
「
か
ん
が
い
揚

排
水
施
設
」
に
つ
い
て
は
、

設
置
目
的
が
類
似
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
統
合
し
、

能
率
的
な
管
理
運
営
を
行
う

た
め
、「
か
ん
が
い
揚
排
水
施

設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
」
を
廃
止
し
、
新
た
に

制
定
し
ま
す
。

か
ん
が
い
施
設
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定

　

鞍
手
町
か
ん
が
い
揚
排
水

基
金
か
ら
町
が
土
地
開
発
公

社
か
ら
買
い
取
る
資
金
を
差

し
引
い
た
額
に
、
設
置
目
的

が
類
似
す
る
「
西
川
沿
岸
大

型
か
ん
が
い
排
水
施
設
運
営

管
理
等
引
当
基
金
」
を
統
合

し
て
、
新
た
に
基
金
を
設
け

て
、
能
率
的
な
運
営
を
図
り

ま
す
。

か
ん
が
い
施
設
維
持
管
理
運
営
基
金
の
設
置
、

管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
を
制
定

かんがい施設の名称と位置

名　称 位　置

新延上排水機場 新延 289番地32外

新延下排水機場 新延2395番地46外

兵 丹 排 水 機 場 古門3010番地 3外

新 川 排 水 機 場 木月1948番地 3外

古 門 排 水 機 場 古門4207番地 外

外 川 排 水 機 場 木月 754番地 1外

新 北 排 水 機 場 新北2623番地11外

菰 川 排 水 機 場 木月3217番地 外

永谷裏揚水機場 永谷 295番地 2外

六田川揚水機場 中山2318番地 5外

新 延 揚 水 機 場 新延2416番地 外
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臨 時 会
　平成１９年第２回臨時会

が３月２８日に開催され、

「財産の取得」に関する議案

を審議しました。

町が公社用地を取得
２２億６,５０９万円

（賛成１５・反対１で可決）

【
こ
れ
ま
で
の
経
過
】

　

平
成
３
年
４
月
、
鞍
手
町
土

地
開
発
公
社
は
、
学
校
法
人
宮

本
学
園
と
の
間
に
お
い
て
、
学

園
が
計
画
す
る
学
校
建
設
用
地

と
し
て
、
協
定
書
・
覚
書
を
取

り
交
わ
し
、
公
社
が
所
有
す
る

小
牧
用
地
を
平
成
20
年
３
月
31

日
ま
で
に
分
割
譲
渡
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

宮
本
学
園
は
そ
の
協
定
書

等
に
基
づ
き
、
用
地
の
一
部

買
取
り
を
行
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
学
園
は
経
営
不
振

に
陥
り
、
平
成
13
年
10
月
、

経
営
は
学
校
法
人
国
際
電
子

整
備
学
園
に
変
わ
り
ま
し
た
。

昨
年
８
月
、
学
園
の
土
地
建

物
が
競
売
に
よ
り
売
却
さ
れ

た
た
め
、
学
園
は
事
実
上
経

営
破
綻
し
ま
し
た
。
こ
の
た

め
町
で
は
、
公
社
・
町
・
議

会
で
公
共
用
地
利
用
対
策
会

議
を
設
置
し
今
後
の
対
応
等

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
際
電
子

整
備
学
園
か
ら
、
多
額
の
負

債
を
抱
え
、
資
力
も
な
い
現

状
で
は
、
公
社
用
地
の
買
取

り
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、

町
及
び
公
社
に
対
し
、
こ
の

協
定
書
・
覚
書
の
解
約
を
求

め
る
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し

た
。

【
提
案
理
由
】

　

町
及
び
公
社
で
は
、
学
園
の

経
営
状
況
や
資
産
の
保
有
状
況

等
か
ら
、
協
定
書
・
覚
書
の
解

約
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考

え
、
解
約
後
の
対
応
策
に
つ
い

て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
公
社
が
所
有
し

て
い
る
用
地
の
す
べ
て
を
こ
こ

で
一
旦
、
町
が
買
い
取
り
、
そ

の
後
、
改
め
て
用
地
の
処
分

等
に
つ
い
て
検
討
協
議
し
て
い

く
こ
と
が
最
善
の
方
策
と
判
断

し
、
今
回
提
案
し
ま
し
た
。

取得する財産（公社所有地）

取得面積    １０６,８７４．６６㎡

小牧用地  ８８,３０７.６３㎡
宗春用地  １３,６４４.００㎡
西牟田用地  ４,９２３.０３㎡

行　政　報　告
（泉水最終処分場の用地取得）

　

昭
和
62
年
、
生
活
環
境
を
保

全
し
、
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図

り
、
廃
棄
物
処
理
が
円
滑
に
推

進
で
き
る
施
設
と
し
て
、
新
延

に
泉
水
最
終
処
分
場
が
建
設
さ

れ
、
不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
、

資
源
化
等
の
中
間
処
理
施
設
及

び
最
終
処
分
施
設
と
し
て
稼
動

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
用
地
は
、
借
地

で
あ
り
、
昨
年
６
月
頃
、
そ
の

所
有
者
か
ら
動
産
や
処
分
場
の

土
地
を
含
む
不
動
産
を
整
理
し

た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
３
月
19
日
に
「
じ

ん
芥
処
理
施
設
組
合
正
副
組
合

長
会
議
」
を
開
催
し
、
用
地
を

取
得
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

翌
３
月
20
日
に
所
有
者
と
仮

売
買
契
約
を
取
り
交
わ
し
、
３

月
27
日
の
じ
ん
芥
処
理
施
設
組

合
定
例
議
会
に「
財
産
の
取
得
」

議
案
と
し
て
提
案
し
、
議
決
を

得
ま
し
た
。

【
買
収
面
積
】

　
　

１
万
７
５
４
３
㎡

【
買
収
金
額
】

　
　

１
億
６
７
９
６
万
円泉水最終最終処分場
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（
要
旨
）

　

昨
年
の
診
療
報
酬
改
定
に

よ
り
、
政
府
・
厚
生
労
働
省

は
「
不
十
分
な
リ
ハ
ビ
リ
を

長
期
間
続
け
る
よ
り
、
早
期

に
専
門
的
な
訓
練
を
行
う
方

が
効
果
的
」
と
し
て
、
脳
血

管
疾
患
で
１
８
０
日
、
上
・

下
肢
損
傷
で
１
５
０
日
、
肺

疾
患
90
日
、
心
疾
患
１
５
０

日
と
い
う
日
数
制
限
を
導
入

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
リ
ハ
ビ
リ
を
必

要
と
す
る
障
害
や
状
態
と
い

う
の
は
極
め
て
個
別
的
な
も

の
で
あ
り
、
同
じ
病
名
の
疾

患
で
あ
っ
て
も
、
必
要
と
す

る
リ
ハ
ビ
リ
や
そ
の
期
間
は

個
々
に
異
な
り
ま
す
。
そ

の
判
断
は
、
そ
の
患
者
さ
ん

に
寄
り
添
い
、
日
夜
リ
ハ
ビ

リ
医
療
を
支
え
て
い
る
医
師

を
は
じ
め
と
し
た
医
療
現
場

の
ス
タ
ッ
フ
の
医
学
的
判
断

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
べ
き
も
の

で
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
律
に
日
数
制
限
を
導

入
し
機
械
的
に
打
ち
切
る
こ

と
は
、
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
っ
て

身
体
機
能
の
維
持
・
回
復
、

生
命
機
能
の
維
持
を
図
っ

て
い
る
患
者
に
と
っ
て
、
生

死
に
か
か
わ
る
問
題
だ
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
診
療

報
酬
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
算
定
日
数
制
限
を

撤
廃
す
る
よ
う
政
府
及
び
国

会
に
強
く
要
求
し
ま
す
。

送
付
先

　

内
閣
総
理
大
臣　

　

   

安　

倍　

晋　

三

　

厚
生
労
働
大
臣　

　

   

柳　

澤　

伯　

夫

　

衆
議
院
議
長　

　

   

河　

野　

洋　

平

　

参
議
院
議
長　

　

   

扇　
　
　

千　

景

提
出
者　

松　

本　

典　

子

意
見
書

議
員
発
議
に
よ
る
意
見

書
１
件
を
全
会
一
致
で

可
決
し
、
関
係
機
関
宛

送
付
し
ま
し
た
。

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
算
定
日
数

制
限
」
中
止
を
求
め

る
意
見
書

　

確
か
に
道
路
は
ま
だ
未
整
備
な
部
分
も
多
い

こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
道
路
特
定
財
源
を
過
去
何
十
年
も
、

道
路
公
団
に
丸
投
げ
し
て
、
我
々
の
税
金
が
官

製
談
合
の
温
床
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

す
。
国
の
財
政
も
窮
迫
し
て
い
る
中
、
道
路
特

定
財
源
を
漫
然
と
使
い
切
る
と
い
う
政
策
に
は

反
対
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
香
原　

暹
）

反 対 討 論

（
要
旨
）

　

長
引
く
深
刻
な
不
況
の

も
と
、
私
た
ち
の
く
ら
し
は

年
々
収
入
や
年
金
が
落
ち
込

み
、
医
療
・
年
金
・
介
護
な

ど
の
負
担
は
増
え
て
苦
し
く

な
る
ば
か
り
で
す
。

　

消
費
税
は
金
持
ち
に
は
負

担
が
軽
く
、
庶
民
に
は
重
い

と
い
う
最
悪
の
税
金
で
、
本

来
な
く
す
べ
き
も
の
で
す
。

そ
れ
を
値
上
げ
し
て
社
会
保

障
・
福
祉
を
支
え
る
と
い
う

の
は
、
本
末
転
倒
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
消
費
税
収
入

は
、
法
人
税
の
減
税
分
に
匹

敵
し
、
消
費
税
が
導
入
さ
れ

て
以
降
、
社
会
保
障
や
福
祉

は
悪
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

　

欧
米
の
何
倍
も
の
公
共

事
業
予
算
を
削
る
な
ど
、
税

金
の
使
い
方
を
変
え
、
さ
ら

に
バ
ブ
ル
期
を
超
え
る
史
上

最
高
の
儲
け
を
出
し
て
い
る

大
企
業
の
税
金
の
負
担
を
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
並
み
に
引
き
上

げ
る
な
ど
、
税
金
の
集
め
方

を
変
え
れ
ば
、
社
会
保
障
や

福
祉
の
財
源
を
つ
く
る
こ
と

は
可
能
で
す
。
こ
れ
以
上
の

消
費
税
の
引
き
上
げ
は
根
拠

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ

て
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
よ
る
庶
民
大
増
税
を
行

わ
な
い
た
め
に
、
最
大
限
の

努
力
を
さ
れ
る
こ
と
を
強
く

要
望
し
ま
す
。

（
請
願
項
目
）

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
を

行
わ
な
い
よ
う
、
政
府
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

送
付
先

　

内
閣
総
理
大
臣　
　

　
　
　
　

安　

倍　

晋　

三

　

経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣

　
　

大　

田　

弘　

子

　

財
務
大
臣

　
　
　
　

尾　

身　

幸　

次

　

衆
議
院
議
長

　
　
　
　

河　

野　

洋　

平

　

参
議
院
議
長

　

扇　
　
　

千　

景

請
願
者

　

新
日
本
婦
人
の
会
直
方
支
部

支
部
長　

田　

代　

直　

世

紹
介
議
員

宇
田
川　
　
　

亮

請　

願

（
要
旨
）

　

本
町
の
道
路
の
現
状
は
、

幹
線
道
路
を
含
め
狭
幅
員
で

入
り
組
ん
で
い
る
う
え
に
、

歩
道
の
設
置
や
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
な
ど
未
整
備
の
ま
ま
残

さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
道
路

整
備
費
が
増
大
す
る
こ
と
は

明
白
で
す
。　

　

よ
っ
て
、
道
路
整
備
へ
の

充
当
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た

道
路
特
定
財
源
は
、
未
だ
そ

の
役
割
を
終
え
て
お
ら
ず
、

国
は
、
道
路
整
備
が
著
し
く

遅
れ
て
い
る
地
方
の
実
情
を

踏
ま
え
、
そ
の
必
要
性
を
強

く
認
識
し
、
道
路
特
定
財
源

を
一
般
財
源
化
す
る
こ
と
な

く
道
路
整
備
の
た
め
の
財
源

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地

方
へ
の
配
分
割
合
を
高
め
る

な
ど
、
地
方
に
お
け
る
道
路

整
備
財
源
の
更
な
る
拡
大
を

図
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
ま

す
。

送
付
先

　

内
閣
総
理
大
臣　

　
　
　
　

安　

倍　

晋　

三

　

財
務
大
臣　

　
　
　
　

尾　

身　

幸　

次

　

国
土
交
通
大
臣

　
　
　
　

冬　

柴　

鐵　

三

陳
情
者　

　

鞍
手
町
大
字
中
山
３
９
２

　

３
番
地
３
９
１

花　

田　

す
ま
こ

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

（
賛
成
13
反
対
３
で
採
択
）

消
費
税
大
増
税
に
反

対
す
る
「
政
府
へ
の

意
見
書
」
採
択
を
求

め
る
請
願

「
道
路
特
定
財
源
の

一
般
財
源
化
反
対
を

求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
陳
情

陳　

情
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Ｑ　

行
政
と
町
民
と
の
対
話

に
よ
り
、
町
民
の
意
見
が
町

政
へ
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
る
と
共
に
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い

く
と
あ
る
が
、
実
際
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
る
の

か
。

 

Ａ　

ま
ち
づ
く
り
基
本
指
針

等
を
策
定
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
、
議
会
、
行
政
も
含
め

て
あ
ら
ゆ
る
団
体
が
力
を
合

わ
せ
て
「
鞍
手
町
」
を
築
い

て
行
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、「
ま
ち
づ
く
り

会
議
」
を
設
置
し
て
、
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

Ｑ　

５
年
後
に
見
直
し
を
行

い
、
実
行
性
の
確
保
に
努
め

る
と
あ
る
が
、
毎
年
会
議
を

開
い
て
進
捗
状
況
等
を
確
認

す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

の
か
。

 

Ａ　

計
画
（
ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）
実

行
（
ｄ
ｏ
）
評
価
（
ｃ
ｈ
ｅ

ｃ
ｋ
）
改
善
（
ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
）
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
よ
り
見
直
し
を
行
い
、
次

の
計
画
・
活
動
に
結
び
付
け

て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
に

つ
い
て
は
広
報
等
で
開
示
し

ま
す
。

 

Ｑ　

目
的
が
農
業
用
水
確
保

及
び
農
地
の
冠
水
防
除
を
図

る
た
め
と
な
っ
て
い
る
が
、

住
宅
用
地
も
含
ま
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

 

Ａ　

農
地
だ
け
の
問
題
で
な

く
、
上
新
橋
水
系
な
ど
総
合

的
に
見
て
い
か
な
い
と
い
け

第
４
次
総
合
計
画
基

本
構
想

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

Ｑ　

条
例
に
盛
り
込
ん
で
お

か
な
い
と
、
鉱
害
復
旧
事
業

で
上
が
っ
た
住
宅
に
住
む
人

達
が
、
ま
た
水
害
に
合
う
と

い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

 

Ａ　

運
営
協
議
会
を
設
置
し

て
、
西
川
沿
岸
の
大
型
か
ん

が
い
排
水
施
設
の
運
営
を
円

滑
に
図
る
こ
と
、
被
害
地
域

排
水
の
適
正
を
図
る
こ
と
、

排
水
に
つ
い
て
被
害
地
域
の

調
整
を
図
る
こ
と
な
ど
を
協

議
し
て
い
き
ま
す
。
 

Ｑ　

こ
の
条
例
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
欲

し
い
。

 

Ａ　

か
ん
が
い
揚
排
水
基
金

56
億
２
３
１
５
万
円
、
西
川

沿
岸
大
型
か
ん
が
い
排
水
施

設
の
引
当
基
金
が
７
０
４
２

万
８
千
円
、
合
計
が
56
億
９

３
５
７
万
８
千
円
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
取
り
崩
し
ま
す
。

　

公
社
用
地
の
購
入
費
と
し

て
か
ん
が
い
揚
排
水
基
金
か

ら
22
億
６
６
０
０
万
円
を
予

算
執
行
し
て
、
そ
の
残
金
33

億
５
７
１
５
万
円
と
西
川
沿

岸
の
基
金
７
０
４
２
万
８
千

円
で
、
合
計
34
億
２
７
５
７

万
８
千
円
で
す
。
こ
れ
を
新

た
な
基
金
に
積
み
立
て
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
一
般
会
計

が
赤
字
に
な
る
こ
と
は
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

一
般
会
計
の
方
を
優
先
し
ま

す
。

 

Ｑ　

町
長
は
、
昨
年
９
月
議

会
の
中
で
、
か
ん
が
い
基
金

を
取
り
崩
し
て
一
般
財
源
に

充
て
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
と
答
弁
さ
れ
た
が
、
整
合

性
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

 

Ａ　

私
は
そ
の
時
点
で
は
あ

く
ま
で
も
一
般
会
計
を
見
据

え
た
と
こ
ろ
の
答
弁
で
し
た
。

 
Ｑ　

こ
の
基
金
は
町
民
の
大

切
な
財
産
で
す
。
町
民
の
理

解
を
得
る
た
め
に
説
明
会
等

を
行
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た

の
か
。

 

Ａ　

決
し
て
住
民
の
方
を

無
視
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

３
月
議
会
が
終
わ
っ
た

ら
各
地
域
、
区
に
入
っ
て
説

明
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま

す
。

 

Ｑ　

返
済
計
画
を
き
ち
っ
と

示
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

ま
た
、
公
社
か
ら
買
い
取
っ

た
土
地
の
利
用
計
画
は
。

 

Ａ　

協
議
会
、
委
員
会
な
り

を
立
ち
上
げ
て
、
土
地
の
処

分
、
返
済
の
問
題
に
つ
い
て

も
協
議
を
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

Ｑ　

公
社
の
借
金
を
返
す
た

め
の
基
金
の
取
り
崩
し
と
理

解
を
し
て
い
い
の
か
。

 

Ａ　

国
は
、
今
後
財
政
再
建

団
体
の
判
定
数
値
に
、
土
地

開
発
公
社
、
病
院
事
業
会
計

も
含
め
て
、
連
結
決
算
で
赤

字
を
見
る
と
し
て
お
り
、
土

地
開
発
公
社
の
負
債
を
背
負

う
と
直
ぐ
標
準
財
政
規
模
の

20
％
以
上
の
赤
字
が
出
て
財

政
再
建
団
体
と
な
る
た
め
、

早
急
に
整
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
と
協

議
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
。

 

Ｑ　

先
に
借
り
た
利
子
の
高

い
起
債
は
、
繰
上
償
還
し
た

ら
い
い
の
で
は
な
い
か
。

 

Ａ　

平
成
17
年
度
か
ら
実
質

公
債
比
率
が
取
り
入
れ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
数
値
が
15
％

以
上
で
あ
れ
ば
借
り
換
え
が

可
能
と
い
う
こ
と
で
す
。
当

町
は
現
在
13
％
で
す
の
で
借

り
換
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

Ｑ　

こ
れ
は
、
基
金
か
ら
借

り
る
の
か
、
貰
う
の
か
、
繰

り
替
え
運
用
な
の
か
。

 

Ａ　

平
成
19
年
度
の
当
初
予

算
で
２
億
９
０
０
０
万
の
歳

入
不
足
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

そ
の
財
源
不
足
を
補
う
た

め
に
、
基
金
か
ら
繰
り
替
え

運
用
し
ま
す
。
来
年
か
ら
３

年
間
で
返
済
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

 

Ｑ　

学
校
教
育
課
と
社
会

教
育
課
を
統
合
、「
教
育
課
」

と
し
て
、
課
長
を
１
人
に
し

ま
す
。
今
一
番
サ
ー
ビ
ス
の

最
前
線
の
場
所
で
も
あ
り
、

教
育
の
一
番
大
事
な
部
分
を

質
疑
・
答
弁
か
ら

か
ん
が
い
施
設
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

か
ん
が
い
施
設
維
持
管
理

運
営
基
金
の
設
置
、
管
理

及
び
処
分
に
関
す
る
条
例

職
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
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１
人
で
見
て
い
け
る
の
か
。

Ａ　

課
長
の
１
名
減
は
、
行

革
プ
ラ
ン
の
中
で
検
討
し
た

結
果
で
す
。
グ
ル
ー
プ
制
の

導
入
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う

に
最
大
限
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

 

Ｑ　

用
務
員
を
廃
止
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
経
費
的
に
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

Ａ　

管
理
人
委
託
料
が
、
１

０
９
万
３
０
０
０
円
で
、
こ

れ
を
警
備
保
障
の
機
械
警
備

に
す
る
こ
と
に
よ
り
約
89
万

７
０
０
０
円
の
経
費
の
節
減

と
な
り
ま
す
。

  

Ｑ　

廃
止
す
る
た
め
別
に
何

か
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ
る

の
か
。

 

Ａ　

古
月
保
育
所
に
は
頻

繁
に
不
審
者
が
駐
車
場
の
中

に
車
で
入
っ
て
来
て
く
る
の

で
、
そ
れ
を
防
止
す
る
た
め

に
門
扉
を
設
置
す
る
工
事
費

２
８
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

  

Ｑ　

今
回
の
改
正
で
、
全
体

で
ど
れ
ぐ
ら
い
の
増
収
と
な

る
の
か
。

 

Ａ　

全
体
で
月
に
２
万
６
５

６
０
円
、
年
間
に
31
万
８
０

０
０
円
程
の
収
入
増
と
な
る

予
定
で
す
。

  

Ｑ　

保
育
料
を
据
え
置
い

て
き
た
こ
と
は
、
当
町
の
良

い
特
色
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
年
間
で
31
万
円
く
ら
い

な
ら
、
人
権
や
同
和
団
体
に

対
す
る
予
算
を
削
っ
て
当
て

れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。

 

Ａ　

行
財
政
改
革
の
中
で
の

取
り
組
み
で
す
の
で
、
ご
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

  

Ｑ　

指
定
管
理
者
は
利
用
料

金
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
あ
る
が
、
内
容
は
。

 

Ａ　

こ
れ
か
ら
は
、
利
用
料

金
制
を
取
っ
て
い
き
ま
す
。

　

事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、

町
長
と
協
議
を
す
る
と
い
う

条
件
付
き
で
す
。

  

Ｑ　

鞍
手
公
園
が
都
市
公
園

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

 

Ａ　

都
市
公
園
に
指
定
さ
れ

る
と
、
供
用
開
始
の
翌
年
度

か
ら
交
付
税
措
置
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

 

Ｑ　

大
谷
公
園
に
、
７
月
か

ら
９
月
の
期
間
限
定
で
指
定

管
理
者
を
置
く
こ
と
が
で
き

る
の
か
。

 

Ａ　

現
在
、
募
集
要
領
に
は

７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
期
間

限
定
の
分
と
１
年
を
通
じ
て

と
い
う
部
分
の
２
段
構
え
と

し
て
い
ま
す
。

 

Ｑ　

こ
れ
に
よ
り
、
交
付
税

措
置
が
ど
の
く
ら
い
見
込
め

る
の
か

 

Ａ　

鞍
手
公
園
で
年
間
80
万

円
、
大
谷
自
然
公
園
が
年
間

１
６
０
万
円
ほ
ど
想
定
し
て

い
ま
す
。

  

Ｑ　

大
谷
公
園
は
、
期
間
限

定
と
せ
ず
、
１
年
間
使
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
頂
き
た
い

が
。

 

Ａ　

１
年
間
使
用
す
る
方
法

も
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

  
Ｑ　

こ
の
改
正
で
ど
れ
く
ら

い
の
収
入
増
が
見
込
め
る
の

か
。
ま
た
、
近
隣
市
町
村
の

類
似
施
設
と
比
較
し
て
ど
う

か
。

 

Ａ　

体
育
館
、
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
使
用
料
は
年
間
約
77

万
３
０
０
０
円
の
増
額
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
市
町
村
の

使
用
料
と
類
似
し
た
金
額
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

Ｑ　

こ
の
改
正
で
ど
れ
く
ら

い
の
収
入
増
が
見
込
め
る
の

か
。
ま
た
、
近
隣
市
町
村
の

類
似
施
設
と
比
較
し
て
ど
う

か
。

 

Ａ　

公
民
館
使
用
料
に
つ
い

て
は
年
間
24
万
３
０
０
０
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。　

ま
た
、
近
隣
市
町
村
の
使
用

料
と
類
似
し
た
金
額
に
な
っ

て
い
ま
す
。

  

Ｑ　

公
有
財
産
購
入
費
で
22

億
６
６
０
０
万
円
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
西
牟
田
用
地
、

宗
春
用
地
も
購
入
す
る
の

か
。

 

Ａ　

そ
の
と
お
り
で
す
。

 

Ｑ　

西
牟
田
用
地
、
宗
春
用

地
に
つ
い
て
、
住
民
の
方
は

理
解
し
て
い
ま
せ
ん
。

都
市
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

保
育
所
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

保
育
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

体
育
施
設
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
改
正

公
民
館
設
置
及
び
管
理
等

に
関
す
る
条
例
の
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

古月保育所

都市公園に指定された鞍手公園
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購
入
し
た
後
の
利
用
目
的

は
。

 

Ａ　

土
地
開
発
公
社
が
持
っ

て
い
る
土
地
を
全
て
町
が
取

得
し
て
、
土
地
開
発
公
社
そ

の
も
の
の
解
散
を
見
据
え
て

の
こ
と
で
す
。

　

購
入
し
た
用
地
の
処
分
等

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
・
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

  

Ｑ　

特
開
事
業
の
引
退
者

は
、
今
回
何
人
居
ら
れ
る
の

か
。

 

Ａ　

42
名
の
方
が
自
立
引
退

さ
れ
ま
す
。

  

Ｑ　

オ
ー
バ
ー
パ
ー
は
聞
き

慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
損

金
が
出
た
と
い
う
こ
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
。

 

Ａ　

平
成
14
年
に
発
行
済
み

の
１
億
円
と
５
億
４
千
万
円

の
国
債
を
購
入
し
た
た
め
、

発
行
か
ら
購
入
ま
で
の
間
の

利
息
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。

  

Ｑ　

最
終
的
に
い
く
ら
の
利

息
が
つ
い
た
の
か
。

 

Ａ　

５
億
４
千
万
円
の
国

債
は
５
年
間
で
１
３
５
０
万

円
、
１
億
円
の
分
は
２
５
０

万
円
の
利
息
が
つ
い
て
い
ま

す
。

 

Ｑ　

町
長
は
、
平
成
18
年
度

に
隣
保
館
運
営
審
議
会
を
開

催
し
て
隣
保
館
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
と
言
わ
れ
て
い
た

の
に
、
な
ぜ
開
か
な
か
っ
た

の
か
。

 

Ａ　

県
の
同
和
特
別
対
策
事

業
が
、
今
年
終
息
す
る
と
い

う
前
提
で
、
推
移
を
見
な
が

ら
隣
保
館
会
議
を
開
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
時
間
を
貸
し
て
下
さ
い
。

 

Ｑ　

隣
保
館
運
営
審
議
会
委

員
報
酬
が
２
日
分
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
大
き
な
問
題
を

２
日
間
の
審
議
で
出
来
る
の

か
。

 

Ａ　

２
回
が
５
回
に
な
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
当
初
予
算

に
頭
だ
し
を
し
て
い
ま
す
。

 

Ｑ　

後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス

テ
ム
開
発
委
託
料
が
３
６
０

０
万
円
ほ
ど
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ど
こ
に
委
託
す
る

の
か
。
ま
た
、
こ
れ
に
対
し

て
国
の
補
助
は
あ
る
の
か
。

 

Ａ　

委
託
料
と
し
て
、
業

者
か
ら
見
積
も
り
を
と
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
か
ら
１

４
４
万
７
５
３
３
円
が
国
庫

補
助
金
と
し
て
入
っ
て
き
ま

す
。

 

Ｑ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

施
設
費
の
燃
料
費
は
具
体
的

に
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
の

か
。

 

Ａ　

風
呂
場
に
重
油
、
ふ
れ

あ
い
棟
の
冷
暖
房
に
灯
油
、

車
の
燃
料
軽
油
等
で
す
。

 

Ｑ　

業
者
が
偏
っ
て
い
る
と

耳
に
す
る
が
。

 

Ａ　

公
平
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
内
部
で
検
討
し

ま
す
。

 

Ｑ　

水
田
農
業
経
営
確
立
対

策
費
が
１
６
０
０
万
円
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
が
、
補

助
金
が
切
れ
た
場
合
に
は
、

転
作
の
作
付
け
と
転
作
の
収

支
が
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
０

に
な
る
よ
う
に
増
額
し
て
も

ら
え
る
の
か
。

 

Ａ　

厳
し
い
町
財
政
に
あ

る
の
で
、
確
約
は
こ
こ
で
出

来
ま
せ
ん
が
、
十
分
協
議
し

な
が
ら
検
討
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

 

Ｑ　

議
員
を
２
市
２
町
の
中

か
ら
２
名
選
出
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
方
法
は
。

 

Ａ　

当
初
の
２
年
間
は
各
市

町
村
か
ら
１
名
を
選
出
し
、

２
年
目
以
降
は
旧
直
鞍
地
区

か
ら
２
名
選
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
方

法
に
つ
い
て
は
、
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。

 

Ｑ　

保
険
料
の
減
免
が
市
町

村
独
自
で
で
き
る
の
か
。

 

Ａ　

７
月
に
第
１
回
の
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
中
で
決
ま
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

 

Ｑ　

資
格
証
明
書
の
発
行

は
、
町
で
決
め
ら
れ
る
の
か
。

 

Ａ　

条
例
が
決
定
す
る
中
で

市
町
村
の
裁
量
が
決
め
ら
れ

ま
す
。

 

Ｑ　

保
険
料
は
ど
の
く
ら
い

に
な
る
の
か
。

 

Ａ　

こ
れ
か
ら
保
険
料
条
例

が
作
成
さ
れ
ま
す
。

 

Ｑ　

町
営
住
宅
修
繕
料
の
未

払
い
事
案
に
つ
い
て
は
、
厳

し
い
町
財
政
の
な
か
、
町
長

を
は
じ
め
職
員
は
、
厳
し
く

受
け
止
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。

 

Ａ　

予
算
が
な
い
の
に
工

事
を
発
注
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
地
方
公
務
員
と
し
て
あ

る
ま
じ
き
行
為
を
し
た
の
で

す
か
ら
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
な

く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
二
度
と
こ

の
よ
う
な
事
案
を
引
き
起
こ

す
こ
と
の
な
い
よ
う
再
発
防

止
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

　

そ　

の　

他

谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
19
年
度
一
般
会

計
予
算

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
設
置

老朽化した新北町営住宅
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知りたいこと
望むこと

知りたいこと
望むこと

５人の議員が一般質問

質 

問

　
　
　

町
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
は
と
て
も
大
変
で
す
。

　

私
は
当
町
の
税
金
の
使
い
道

が
お
か
し
い
。
同
和
事
業
に
つ

い
て
町
の
単
独
事
業
は
残
っ
た

ま
ま
、
終
結
し
な
い
理
由
が
何

か
あ
る
の
か
。

町 

長

　
　
　

県
知
事
選
挙
に
よ
り

暫
定
予
算
を
組
ん
で
い
る
た
め

今
後
の
県
の
同
和
事
業
の
推
移

を
見
な
が
ら
当
町
も
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
。

質 

問

　
　
　

私
た
ち
の
方
が
逆
差

別
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
口

に
出
せ
ず
非
常
に
恐
い
。

　

窓
口
一
本
化
、
解
放
同
盟
に

人
権
差
別
を
語
る
資
格
が
あ
る

の
か
。
こ
の
予
算
を
使
う
資
格

が
あ
る
の
か
。

町 

長

　
　
　

運
動
団
体
に
補
助
金

を
交
付
し
て
、
そ
こ
で
自
主
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
か
ら
の
姿
勢
と

し
て
、
も
う
少
し
深
く
入
っ
て

補
助
金
に
つ
い
て
は
精
査
し
た

い
。

質 

問

　
　
　

運
動
団
体
に
投
げ
渡

し
て
い
る
か
ら
お
か
し
い
。
部

落
解
放
同
盟
が
窓
口
一
本
化
を

支
持
し
、
行
政
を
牛
耳
っ
た
こ

の
癒
着
を
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

そ
し
て
税
金
が
使
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
人
権
同
和
教
育
協
議

会
補
助
金
１
６
０
万
円
で
全
国

大
会
に
参
加
し
て
い
る
の
で
、

内
容
を
聞
き
た
い
。

町 

長

　
　
　

具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
は
、
資
料
を
持
っ
て
き
て

い
な
い
の
で
お
答
え
で
き
ま
せ

同
和
対
策
事
業
の
早
期
終
結
を

町
長
　 
差
別
が
あ
る
限
り
そ
の
解

決
に
向
け
て
取
り
組
む

松
本　

典
子
議
員

ん
。

質 

問

　
　
　

同
和
教
育
研
究
は
、

長
年
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年

の
よ
う
に
何
百
万
の
お
金
を
出

し
、
そ
の
教
育
の
成
果
は
ど
ん

な
も
の
が
あ
る
の
か
。

町 

長

　
　
　

成
果
に
つ
い
て
は
、

十
分
に
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
こ
の
場
で
の
答
弁
は
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

質 

問

　
　
　

多
額
の
お
金
を
注

ぎ
込
ん
で
成
果
が
な
い
同
和
教

育
を
す
る
の
は
お
か
し
い
。
予

算
を
し
っ
か
り
削
っ
て
頂
き
た

い
。
税
金
の
無
駄
遣
い
で
す
。

町 

長

　
　
　

一
般
的
に
町
の
財
政

が
圧
迫
し
て
い
る
の
で
補
助
金

の
見
直
し
を
す
る
方
向
で
す
。

こ
の
辺
を
含
め
て
検
討
課
題
に

な
り
ま
す
。

質 

問

　
　
　

解
放
同
盟
地
協
負
担

金
１
８
０
万
円
、
同
和
教
育
協

議
会
１
６
０
万
円
、
解
放
団
体

補
助
金
１
８
８
万
円
、
合
わ
せ

て
５
２
０
万
円
、
１
円
も
削
っ

て
い
ま
せ
ん
。
矛
盾
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

町 

長

　
　
　

今
ま
で
の
歴
史
的
背

景
も
あ
り
ま
す
し
、
こ
れ
ま
で

の
経
過
も
あ
り
、
そ
の
辺
も
踏

ま
え
て
予
算
問
題
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

質 

問

　
　
　

隣
保
館
予
算
１
９

２
２
万
円
の
う
ち
、
町
の
財
源

が
９
６
７
万
円
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
町
民
に
広
く
使
え

る
施
設
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
町
民
の
方
が
広
く
使

用
で
き
る
施
設
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

町 

長

　
　
　

隣
保
館
の
使
用
に

つ
い
て
、
私
は
そ
こ
ま
で
深
く

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で

も
今
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
所

と
し
て
広
く
開
放
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

乳
幼
児
医
療
を
３
歳

か
ら
６
歳
ま
で
延
長
す
る
の
に

約
８
５
０
万
円
か
か
り
ま
す
。

隣
保
館
予
算
を
削
っ
て
、
乳
幼

児
医
療
費
に
ま
わ
し
て
頂
き
た

い
が
。

町 

長

　
　
　

当
町
の
人
権
問
題
に

も
歴
史
が
あ
り
ま
す
の
で
、
改

善
す
べ
き
と
こ
ろ
は
改
め
、
補

助
金
の
見
直
し
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
差
別
の
な
い

町
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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て
い
ま
す
。
そ
の
対
象
年
齢

を
１
歳
引
き
上
げ
る
の
に
約

２
８
０
万
円
必
要
と
な
る
の

で
現
在
の
町
財
政
で
は
、
厳

し
い
状
況
で
す
。

質 

問

　
　
　

少
人
数
学
級
に
つ

い
て
、
現
在
剣
北
小
学
校
で

は
１
年
か
ら
６
年
ま
で
す
べ

て
の
学
年
で
40
人
を
少
し
き

る
状
況
で
、
１
ク
ラ
ス
で
す
。

町
内
で
こ
の
よ
う
な
状
態
の

学
校
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
た
ち
に
与
え
る
影
響
と
先

生
方
の
負
担
は
計
り
知
れ
ま

せ
ん
。
教
育
長
は
こ
の
状
況

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

教
育
長

　
　
　

 

県
は
、
平
成
16
年

か
ら
小
学
校
１
・
２
年
生
を

対
象
に
少
人
数
学
級
指
定
校

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
先
生
が
増
え
る
の
で
は

な
く
、
配
属
さ
れ
て
い
る
先

生
を
貼
り
付
け
る
も
の
で
す
。

当
町
で
は
、
指
導
・
工
夫
・

改
善
教
員
を
配
置
し
て
、
学

校
全
体
で
工
夫
し
て
少
人
数

学
級
を
作
っ
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

介
護
保
険
の
保
険

料
、
使
用
料
の
減
免
は
で
き

な
い
か
。

町 

長

　
　
　

減
免
制
度
に
つ
い

て
は
、
県
介
護
保
険
広
域
連
合

に
加
入
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

又
、
医
療
、
介
護
の
福
祉

事
業
へ
の
助
成
は
、
本
町
の

厳
し
い
財
政
状
況
を
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

質 

問

　
　
　

ゴ
ミ
袋
料
金
が
高

す
ぎ
る
の
で
、
ゴ
ミ
の
減
量
化

を
図
れ
ば
料
金
を
少
し
で
も
安

く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

町 

長

　
　
　

町
民
の
皆
さ
ん
へ

の
周
知
徹
底
を
図
り
、
ゴ
ミ

の
減
量
化
を
推
進
し
ま
す
。

質 

問

　
　
　

本
年
３
月
末
を

も
っ
て
用
務
員
制
度
が
廃
止

に
な
り
ま
す
が
、
用
務
員
さ

ん
に
対
し
て
の
対
応
は
で
き

て
い
る
の
か
。

教
育
長

　
　
　

 

用
務
員
さ
ん
に

は
１
年
前
か
ら
話
は
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
ま
で
住
居
と

職
が
決
ま
っ
て
い
な
い
方
が
、

１
人
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
方

は
町
内
に
身
寄
り
が
な
く
、

現
在
町
営
ま
た
は
県
営
住
宅

に
応
募
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
の
で
、
期
限
を
過
ぎ
て

も
居
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
他
の
方
は
、
年

金
を
受
給
さ
れ
て
お
り
、
子

ど
も
さ
ん
と
同
居
さ
れ
ま
す
。

宇
田
川　

亮
議
員

質 

問

　
　
　

平
成
18
年
12
月
定
例

会
で
乳
幼
児
医
療
費
の
小
学
校

入
学
前
ま
で
の
無
料
化
な
ど
、

子
育
て
支
援
の
問
題
に
つ
い

て
、
意
見
書
を
議
会
か
ら
町
長

へ
提
出
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に

対
応
さ
れ
る
の
か
。

町 

長

　
　
　

乳
幼
児
医
療
制
度

に
つ
い
て
は
、
現
在
県
の
制

度
を
準
用
し
３
歳
未
満
と
し

　町長－財政的に厳しい状況です

「子育て支援」に関する
意見書の対応は

質 

問

　
　
　
（
仮
称
）
筑
豊
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
当
町
に
建

設
さ
れ
る
が
、
そ
の
経
緯
お

よ
び
経
過
を
聞
き
た
い
。

町 

長

　
　
　

平
成
12
年
８
月
に

県
か
ら
鞍
手
町
内
に
お
い
て

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置

の
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
16
年
４
月

に
国
土
交
通
省
よ
り
福
岡
県

知
事
へ
筑
豊
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
連
結
許
可
書
。
同
日

で
国
土
交
通
省
よ
り
日
本
道

路
公
団
へ
施
行
命
令
書
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

質 

問

　
　
　

こ
れ
は
町
が
誘
致

し
た
の
か
、
県
が
場
所
を
指

定
し
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
対
策
建
設
課
長

　
　
　

　

全
て
県
の
方
で
位
置
決
定

等
を
し
た
上
で
、
町
に
打
診

が
来
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

町
道
、
生
活
道
路
、

用
水
路
の
変
更
、
用
地
買
収

後
は
農
用
地
が
不
成
形
に
残

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

地
元
と
協
議
を
し
っ
か
り

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

町 

長

　
　
　

本
村
区
、
立
林
区

地
元
対
策
を
十
分
に

町
長
　 
要
望
に
沿
う
よ
う
、
県
と

協
議
を
し
ま
す

久
保
田
正
之
議
員

に
対
策
委
員
会
を
設
置
し
て

頂
き
、
県
に
対
し
水
路
な
ど

の
要
望
を
出
し
協
議
を
し
て

い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

大
雨
の
時
は
、
上

新
橋
地
区
の
住
宅
、
周
辺
農

地
が
冠
水
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
の
関
係
で
さ
ら
に
水

が
一
挙
に
流
れ
込
み
冠
水
の

時
間
が
長
く
な
り
、
水
位
が

高
く
な
る
の
で
は
と
心
配
す

る
が
。

町 

長

　
　
　

治
水
対
策
を
し
た

県
が
、
本
村
、
立
林
区
の
営

農
関
係
者
に
対
し
て
説
明
会

を
開
催
し
、
地
元
の
雨
水
の

考
え
方
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
町
の
治
水
対
策

と
し
て
は
、
下
水
道
事
業
、

雨
水
対
策
等
の
計
画
の
中
で

対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

大雨の時、よく冠水した

上新橋・中本町地区
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質 

問

　
　
　

昨
年
４
月
に
診
療

報
酬
が
改
定
さ
れ
、
発
症
後

か
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
際

に
日
数
制
限
が
入
り
ま
し
た

が
、
当
町
の
現
状
に
つ
い
て
、

説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

町 

長

　
　
　

７
月
に
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
病
棟
を
開
設
し
、
選

任
の
医
師
の
も
と
看
護
士

理
学
療
法
士
な
ど
が
１
つ
の

質 

問

　
　
　

妊
娠
や
出
産
に
伴

う
高
額
な
負
担
が
出
生
数
の

低
下
を
招
く
一
因
と
な
っ
て

い
る
と
の
判
断
か
ら
、
各
市

町
村
は
公
費
に
よ
る
妊
産
婦

の
無
料
健
診
を
２
回
実
施
し
、

そ
の
費
用
は
国
が
負
担
し
て

い
ま
す
。

　

妊
婦
は
、
出
産
ま
で
に
14

回
程
の
健
診
を
受
け
て
い
る

の
で
、
も
っ
と
公
費
で
の
負

担
回
数
を
増
や
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

町 

長

　
　
　

近
年
、
高
齢
や
ス

ト
レ
ス
等
を
抱
え
る
妊
婦
が

増
加
傾
向
に
あ
る
と
共
に
、

就
業
等
を
理
由
に
健
診
を
受

診
し
な
い
妊
婦
も
見
受
け
ら

れ
る
た
め
、
母
胎
の
健
康
を

確
保
す
る
た
め
、
妊
婦
健
康

検
査
の
重
要
性
、
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
妊
婦
健
康
診
査
を

含
め
た
少
子
化
対
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

妊
産
婦
健
診
費
用
助
成
の
拡
充
を

町
長
　 
前
向
き
に
検
討
し
ま
す

花
田
す
ま
こ
議
員

質 

問

　
　
　

国
は
健
康
で
安
全

な
お
産
を
す
る
た
め
に
、
５

回
以
上
の
健
診
が
必
要
と
し

て
、
妊
娠
初
期
か
ら
36
週
ま

で
の
間
、
最
低
５
回
分
を
無

料
と
す
る
方
針
で
す
が
、
当

町
は
、
全
国
基
準
方
針
が
出

た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
応

さ
れ
る
の
か
。

町 

長

　
　
　

内
容
を
前
向
き
に

検
討
し
た
上
で
、
安
心
・
安

全
な
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

宮
若
市
は
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

本
年
４
月
か
ら
、
就
学
ま
で

乳
幼
児
医
療
費
を
無
料
と
し

ま
す
。
当
町
で
は
無
料
は
３

歳
ま
で
で
す
が
、
４
歳
ま
で

１
歳
で
も
引
き
上
げ
て
頂
き

た
い
が
。

町 

長

　
　
　

予
算
の
目
安
が
付

け
ば
、
前
向
き
に
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

チ
ー
ム
と
な
り
、
回
復
に
向

け
て
の
リ
ハ
ビ
リ
の
提
供
が

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
リ
ハ
ビ
リ
提
供
期
間
が

終
了
し
た
後
は
、
身
体
機
能

の
低
下
を
招
か
な
い
た
め
、

在
宅
で
で
き
る
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
介
護
保
険
で
の

通
所
リ
ハ
ビ
リ
や
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
へ
の
移
行
を
進
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

具
体
的
に
町
と
し

て
、
在
宅
支
援
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

町 

長

　
　
　

在
宅
の
高
齢
者
へ

の
支
援
と
し
て
、
65
歳
以
上

の
要
介
護
認
定
で
、
非
該
当

と
認
定
さ
れ
た
高
齢
者
の
家

庭
を
訪
問
し
、
生
活
指
導
や

家
事
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
リ
ハ
ビ
リ
の
援
助
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

質 

問

　
　
　

介
護
保
険
の
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
人
で
脳
血

管
障
害
に
よ
っ
て
マ
ヒ
の
あ

る
人
は
、
生
活
支
援
よ
り
、

残
存
機
能
を
維
持
す
る
た
め

の
回
復
訓
練
が
必
要
で
す
。

　

国
・
県
で
補
え
な
い
部
分

は
町
で
考
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

本
当
に
障
害
を
持
っ
た

方
々
の
状
況
を
知
り
、
見
て
、

お
金
が
な
い
な
ら
知
恵
を
出

し
、
町
の
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
欲
し
い
。

町 

長

　
　
　

新
聞
報
道
で
は
、

２
年
後
に
は
制
度
化
さ
れ
る

と
い
う
ふ
う
に
も
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
す
べ
て
予
算
が

伴
い
ま
す
の
で
、
今
後
研
究

し
、
町
と
し
て
の
取
り
組
み

を
考
え
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

岡
﨑　

邦
博
議
員

　町長－今後研究し、町としての取り
　　　　組みを考えていきたい

リハビリの現状と
在宅支援の取り組みは

出生数の推移
年　度 出生数

平成 5年度 １２６人

平成 10 年度 １２３人

平成 15 年度 １００人

平成 17 年度 　９９人

平成 18 年度 １１３人

乳
幼
児
医
療
費
の
無
料

化
の
年
齢
引
き
上
げ
を

老健施設（鞍寿の里）
の機能訓練室
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特集「どうなる高齢者医療」

　

平
成
18
年
６
月
の
国
会
で

議
決
さ
れ
た
「
高
齢
者
の
医

療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
っ
て
、
独
立
し
た
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設
さ

れ
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
老
人
保
健

制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
な
制
度
の
運
営
は
、

各
都
道
府
県
単
位
で
設
置
す

る
広
域
連
合
が
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

対象者　全　国　約１,３００万人
福岡県　 約５３万人
鞍手町　 　２,３８３人
（平成１８年９月３０日現在）　　　　

◎　７５歳以上の方
◎　６５歳以上７５歳未満で一定程度障害があり、市町村長の
　　認定を受けた方

後期高齢者の窓口負担

医療費の１割
（現役並みの所得者　３割）

※ 現行の高齢者医療と同じ

【創設の目的】
○ ７５歳以上の後期高齢者の心身の特性や生活実態等を踏まえ、
独立した医療サービス制度を創設する。
○ ６５歳から７４歳の前期高齢者に、退職者が国民健康保険に
大量に加入し、保険者間で医療費の負担に不均衡が生じるた
め、これを調整する。
○ 現行の退職者医療は廃止する。ただし、現行の制度から円滑
な移行を図るため、平成２６年までの間６５歳未満の退職者
を対象として、現行の制度を存続させる。

特別徴収
（年金から天引き）

普通徴収
（納付書で納付）

注：年金額が年１８万円以上の

年金受給者は、原則年金からの

天引きとなりますが、介護保険

料と合わせて保険料が年金額

の２分の１を超える場合は、普

通徴収となります。

交　付

一括納付

保険料

公　費

国・県・町

約５割

後期高齢者支援金（若年者の保険料）

約４割

高齢者の保険料

約１割

被保険者
（７５歳以上の方）

社会保険診療報酬支払基金

医療保険者

{健保、国保など }

各医療保険（国保・健保等）被保険者
（０～７４歳）

後期高齢者医療制度のしくみ（財源構成）

「どうなる高齢者医療」
（福岡県後期高齢者医療制度）
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い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を
ご
愛
読

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
の
４
年
間
は
、
同
じ
編
集
ス

タ
ッ
フ
で
、「
読
み
や
す
く
、
親

し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
」
を
め
ざ

し
、
研
修
会
で
良
い
と
こ
ろ
を
学

び
、
時
間
を
か
け
て
熱
い
議
論
を

交
わ
し
て
き
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で「
奨
励
賞
」
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。
何
よ
り
も
、
町
民
の
方

か
ら
の「
読
み
や
す
く
な
っ
た
」
と

の
声
が
、
一
番
の
励
み
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ

る
頃
は
、
町
会
議
員
選
挙
も
終
わ

り
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
議
会
が

始
動
し
て
い
ま
す
。

　

編
集
委
員
が
一
新
し
て
も
、
議

会
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
、
正
確

に
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

受付は、当日議会事務局で行います。

不明な点は、お尋ねください。

次回は６月議会です。

発
行
責
任
者　
　

　

議
会
議
長　

川
野　

高
實

編
集
ス
タ
ッ
フ

　

委　

員　

長　

宇
田
川　

亮

　

副
委
員
長　

香
原　
　

暹

　

委　
　

員　

松
本　

典
子

　

委　
　

員　

岡
﨑　

邦
博

　

委　
　

員　

織
田
三
千
雄

　

委　
　

員　

毛
利　
　

喬

議会事務局　４２-２１１１（内線３３１）

議会傍聴しませんか

編

後

集

記

公式ドッジボールクラブ
（ＫＵＲＡＴＥ－Ｇ３）

表紙は、春の福岡大会の写真です。

　春の大会と夏の全国大会、秋のチャ

ンピオンシップと三大大会出場を目標

に週４日、みんなで汗を流しています。

　１試合５分を真剣勝負で戦う子ども

たちの姿に、毎回感動します。

　ぜひ一度、練習を見に来てください。

世話人　大村

表紙の紹介

　

 
議
会
を
傍
聴
し
て

ち
ょ
っ
と
一
言

老
人
の
幸
福
な
暮
ら
し
の
こ
と
も
考
え
て

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
大
切
で
す
が
、
老
人
の
方
た
ち
が
幸
福

に
暮
ら
さ
れ
て
こ
そ
、
町
の
発
展
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

私
の
住
む
西
区
は
、
交
通
の
便
も
悪
く
、
買
い
物
に
も
不
便
で

す
。
選
挙
の
時
は
充
分
に
考
慮
し
て
投
票
す
べ
き
だ
と
痛
切
に
思

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
山
西
区　
　

細
迫
キ
ミ
子
さ
ん
）

も
っ
と
し
っ
か
り
し
た
答
弁
を

　

議
員
の
質
問
に
対
し
て
、
質
問
事
項
は
事
前
に
行
っ
て
い
る
事

で
し
ょ
う
か
ら
、
も
っ
と
し
っ
か
り
用
意
し
て
答
弁
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
番
に
感
じ
た
こ
と
は
、
発
言
者
の
声
が
聞
き
取
り
に
く
か
っ

た
こ
と
で
す
。
全
体
と
し
て
も
っ
と
覇
気
の
あ
る
議
会
を
想
像
し

て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
山
西
区　
　

園
部
雪
子
さ
ん
）

議
会
へ
出
か
け
、
し
っ
か
り
見
つ
め
ま
し
ょ
う

　

活
発
な
質
疑
応
答
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
答
弁
者
の
発
言

が
事
前
に
予
定
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
た
つ
き
が
あ

り
、
ま
た
、
的
を
得
て
い
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

鞍
手
町
の
未
来
、
議
会
の
あ
り
方
を
実
り
あ
る
も
の
に
、
活
性

化
さ
せ
る
の
は
私
た
ち
し
だ
い
で
す
よ
ね
。

　

当
日
の
傍
聴
席
は
い
っ
ぱ
い
で
議
員
も
行
政
側
も
緊
張
が
伺
え

ま
し
た
。
新
議
会
は
定
数
も
減
る
の
で
傍
聴
席
も
拡
大
？    

さ
あ
、
議
会
へ
出
か
け
、
し
っ
か
り
見
つ
め
続
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
八
尋
区　
　

許
斐
浩
三
さ
ん
）


